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（Automated External Defi brillator：AED）の使用が
認められて以降，2016 年までに 83 万台以上が販売され，
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ずれかのAED設置場所を中心にした半径 150m の円にカバーされたが，24 時間アクセスが可能なAED





置場所（R3）とした。AED設置場所までの歩行による所要時間は，それぞれ，R1 が 94.94 ～ 117.86 秒，
R2 が 176.30 ～ 198.18 秒，R3 が 211.21 ～ 251.77 秒であった。調査 1 および調査 2 の結果から，9.0 ㎞ /h
で歩行，あるいは走行できる者であれば，建物内のいずれの場所からも片道 1分以内で到着できる場所に
AEDが設置されているものの，夜間および週末等の建物施錠時においては，9.0 ㎞ /h での歩行，あるいは
走行で 1分以内に 24 時間アクセス可能なAEDに到着することが困難な場所が，複数，存在することが明
らかになった。夜間および週末等の建物施錠時においても，1分以内にAED設置場所に到着できる確率を
高めるためには，AED設置場所の変更に加え，自転車等の配置なども検討する必要があるものと考える。
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3号館 5階東端（図 2：①）～ 3号館 1階西側（図 2：●）（ル








ある西側職員駐車場（図 2：③）～ 3号館 1階西側（図 2：

















歩行による所要時間は，それぞれ，ルート 1が 94.94 ～
117.86 秒，ルート 2 が 176.30 ～ 198.18 秒，ルート 3 が
211.21 ～ 251.77 秒であった。走行による所要時間は，
それぞれ，ルート 2 が 81.45 ～ 96.74 秒，ルート 3 が























対象者 1 対象者 2 対象者 3 対象者 4
歩行
ルート 1 94.94 110.74 116.38 117.86
ルート 2 176.30 190.99 192.21 198.18
ルート 3 211.21 249.21 248.18 251.77
走行
ルート 2 81.45 96.74 88.27 93.29
ルート 3 97.42 112.45 107.45 120.41
【参考】
400 ｍ歩行
（秒） 173.52 211.70 198.86 203.85
歩行速度




















ルート 2は約 400m，ルート 3は約 500m（それぞれ往復）
の距離であった。400m ～ 500m の距離を 2分以内に往
復するためには，平均で 12 ～ 15km/h の速度で走行し
なければならない。本調査に参加した対象者は，概ね，
その程度の走行能力を有していたことから，ルート 2を












































accessed on 2 Dec, 2019
3 ）荒井信成．白鷗大学における自動体外式除細動器（AED）




accessed on 3 Dec, 2019
5 ）日本循環器学会AED検討委員会，日本心臓財団．AEDの
具体的設置 ·配置基準に関する提言 . 心臓 2012; 4: 392-402.
6 ）辻なつき , 金井尚之 , 切田　学．BLS/AED講習会の盲点－
ボックス内収納AEDをスムーズに取り出せるだろうか－ . 蘇
生 2009; 28: 192b.
